
平成２２年度第１０回教育研究評議会議事要旨 

 

日 時  平成２３年１月２１日（金）１５時３０分～１７時０５分 

場 所  本部２階大会議室 

出席者  佛淵学長、瀨口理事、中島理事、米倉理事、宮﨑理事、上野文化教育学

部長、富田経済学部長、濵崎医学部長、林田工学系研究科長、野瀬農学

部長、稲岡附属図書館長、遠藤教養教育運営機構長、松島医学部附属病

院副病院長、只木総合情報基盤センター長、福本評議員、平地評議員、

後藤評議員、古賀評議員、藤田評議員 

オブザーバー 川上監事 他 

 

○ 前回議事要旨について 

学長から、平成２２年度第８回教育研究評議会議事要旨（案）を評議員に送付、

確認したところ、加除・修正等の意見はなかったため、原案のとおり確定した旨、

報告があった。 

 

○ 審議事項 

 

１．佐賀大学医学部規則の一部改正について 

  医学部事務部長から、医学科のカリキュラムを見直すことに伴い、教養教育科

目のうち英語の単位数を「６」から「４」に改め、専門教育科目のうち機能・系

統別ＰＢＬ科目の単位数を「５４」から「５６」に改める旨、説明があり、審議

の結果、了承された。 

 

２．佐賀大学学生の懲戒等実施細則（案）について 

  瀨口理事から、平成２２年３月１４日に発生したラグビー部員の飲酒死亡事故

の調査結果等を踏まえ、学生の懲戒処分を行う場合の基準（標準例）を定めた実

施細則を制定し、学生の事故・不祥事等の抑止及び教育・生活指導の徹底を図り

たい旨、説明があった。 

評議員から、一部文言に対する修正意見及び第４条の解釈について確認があり、

審議の結果、第４条の解釈として、学長が行う懲戒に加えて学部長等が行う厳重

注意を行うことができるのかを整理した上で、指摘のあった事項を踏まえた文言

の修正を行うことが学長に一任され、了承された。 

 

３．地域学歴史文化研究センターに係る評価結果について 

  中島理事から、地域学歴史文化研究センターの時限が平成２３年３月末である

ことから、総合研究戦略会議において役員会指針２及び４に基づき、評価を実施

した結果、総合評価が「ＳＳ」であった旨、説明があり、次いで、学長から、本

評価結果を受け、同センターの今後について、第２期中期目標期間の平成２７年

度まで現状の学内共同教育研究施設のまま存続させたい旨、提案があり、審議の

結果、了承された。 

 



４．佐賀大学国際戦略構想（案）について 

  中島理事から、佐賀大学中長期ビジョン及び第２期中期目標・中期計画に基づ

き、本学の国際化の基本的な目標と戦略をまとめた佐賀大学国際戦略構想（案）

について説明があり、次いで、各学部長等から、本案に対する各学部等からの意

見が出され、審議の結果、了承され、各学部等からの意見を附帯して役員会に付

議することになった。 

  なお、評議員から、本構想（案）が具体的かつ詳細な内容となっているため、

役員会で本構想（案）が了承された場合に問題が生じないかとの懸念が示され、

学長から、役員会での本構想（案）の取扱いについては、指摘のあったことを検

討の上、対応したい旨、発言があった。 

 

５．国際交流センター（仮称）設置準備委員会要項（案）について 

  中島理事から、国際交流センター（仮称）の設置に関して必要な事項を審議す

るため、要項を制定して、国際交流センター（仮称）設置準備委員会を設置した

い旨、説明があり、審議の結果、了承された。 

 

６．その他 

  特になし。 

 

○ 報告事項 

 

１．平成２２年度国立大学法人佐賀大学補正予算について 

  財務課長から、平成２２年度国立大学法人佐賀大学補正予算について、運営費

交付金及びオーバーヘッド経費（間接経費）対象の収入・支出予算の報告があっ

た。 

 

２．国立大学法人佐賀大学平成２３年度予算編成の基本方針について（平成２３年 

度国立大学法人佐賀大学運営費交付金予定額等（政府案）の概要を踏まえて） 

  財務課長から、本学の平成２３年度運営費交付金予定額（政府案）が対前年度

比２，２００万円増の１０８億４，３００万円であった旨、報告があり、次いで、

「国立大学法人佐賀大学平成２３年度予算編成の基本方針」について報告があっ

た。 

 

３．全学教育機構（仮称）設置準備室における検討状況について 

  瀨口理事から、平成２３年１月１８日に教育改革推進部会を開催して、全学教

育機構（仮称）の設置に係る中間報告に対する各学部等からの意見及び要望等を

取りまとめた旨、報告があった。 

 

４．その他 

  農学部長から、農学部の鈴木 信彦 教授の火災事故について報告があった。 


